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        「RX220 CPU ボード」対応 

 

    「RX220  Base ボード」 
 
     ・基板寸法：９５ｍｍ ｘ ４７ｍｍ 

・RS232 用 D-Sub コネクタ端子付 
    ・Ｅ１エミュレータ用 接続端子付 
     

 

■ 特長： 

 
◆ 電源電圧は、5V±10% (4.5V～5.5V)です。 
①、 「RX220 CPU ボード」の動作を、LED1,2（出力）、SW1（入力）で確認、 

評価することが出来ます。 
②、外部接続が容易となるように、外部接続端子を設けました（CN1A,CN2A） 
③、「RX220 CPU ボード」のフラッシュ ROM に書き込む為の Writer 機能を内蔵して 
  いますので、簡単にプログラム書き込みと修正が可能です。      
④、電源（5V）は、AC アダプタ、E1 エミュレータの２電源から、 

それぞれ供給可能です。 
⑤、E1 エミュレータ（別売、M-06155）が、接続可能です（オンチップデバック機能使用可） 
⑥、開発環境｢ルネサス統合開発環境（High－Performance Embedded Workshop） 

対応ボードです http://japan.renesas.com/より最新版｢ＨＥＷ｣がダウンロード出来ます。 
⑦、初めての方でも良く判る、取扱い説明書付です。 
 
 
 
  
 
   

    

 

http://japan.renesas.com/
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１、「RX220 Base ボード」 外観図 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

「RX220  Base ボード」外観 
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２、「RX220 Base ボード」 部品表 
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３、「RX220 Base」ボード」の名称・機能： 

D-Sub(CN4) 
シリアル端子 

（プログラムの書き込み用端子です） 出力 LED1,2 
(出力端子チェック用です) 

入力ＳＷ 
（入力端子チェック用です） 

PSJ 5V(5V±10%) 
(ACアダプタを接続します) 
 

 
Ｅ１エミュレータ 
接続端子 
（Ｅ１エミュレータ 
（別売、M-06155）を 
接続すると、プログラ

ムの書き込みやデバ

ッグ処理が可能です） 

POWER SW 

RESET SW 

I/O 端子 
I/O 端子 JP1 

 
 

黄色枠内に 
「RX220 CPU ボード」をセットします。 

「RX220 Base ボード」 
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４、「RX220 Base ボード」回路図  
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■「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」は、 

「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」と合体して、使用します。 

（１）、ＬＥＤ１（赤）、ＬＥＤ２(緑)、入力ＳＷを 

実装していますので、簡易動作チェックが可能です。 

 （２）、Ｄ－Ｓｕｂ（ＣＮ４）端子が付いていますので、 

パソコンからプログラムデータの書き込みが可能です。 

 （３）、Ｅ１エミュレータ接続端子を実装していますので、 

    Ｅ１エミュレータ（別売、M-06155）接続による 

オンチップデバッカ機能使用が可能です。 

（４）、ＣＮＡ１、ＣＮＡ２のピンヘッダから、外部信号を 

   取り出すことが可能です。 

 

（５）、ＰＳＪ ５Ｖより、 

   外部電源（ＡＣアダプタ－ ５Ｖ±１０％、２Ａ、 

M-06590 等）を接続します。 

「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」をセットしますと、 

   「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」にも、電源が供給されます。 
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   又、Ｅ１エミュレータ（別売り）を接続して、 

 

パソコンから５Ｖ、２００ｍＡの電源を供給する場合、 

必ず、「ＲＸ２２０ Base ボード」のＰＯＷＥＲ ＳＷを 

ＯＦＦとしてください。 

  
   

（６）、ＲＸ２２０マイコン内蔵のＡ／Ｄコンバータの 

   電源は、通常はＶＣＣと同じ電源を使用していますが、 

   さらにＡ／Ｄコンバータの変換精度を上げたい場合は、 

   「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」のＡ－Ｂ箇所の 

パターンをカットし、 

「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」のＣＮ１Ａ‐２０ピンに、

低ノイズ外部電源（５Ｖ）を接続してください。 

尚、ＧＮＤは、「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」、 

「ＲＸ６２ Ｂａｓｅボード」、外部電源の各ＧＮＤと、 

お互い共通に接続してください。
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「RX220 Base ボード」の各機能の説明： 

 

A、設定部品の説明： 

 
１、E1 エミュレータ接続端子（ＣＮ３）： 

  ルネサスエレクトロニクス製の E1 エミュレータを接続する端子です。 

  オンチップデバックが可能です。 

  接続時、１ピンマークをお互い合わせて接続してください。（○印が１ピンです） 

   

  E1 エミュレータを使用する時は、下記設定を確認してください。 

  （１）、「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」の「ＤＩＰ」1Pin を OFF 側、 

     ２ＰｉｎをＯＮ側にすると、「シングルチップモード」になります。 

（「動作モード」設定中は、必ず、「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」のＰＯＷＥＲ ＳＷを、

ＯＦＦにしてから、操作をおこなってください） 

  （２）、「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」の POWER SW を OFF とします。 

      （Ｅ１エミュレータ側から電源を供給するので、必ず、ＯＦＦとしてください） 

  （３）、E1 エミュレータの電源は、High-performance Embedded Workshop の

｢デバイス｣ダイアログの 

      ｢電源供給設定のエミュレータから電源供給（P）（最大 200mA）｣に 

チェックマークを付け、５．０V を選択します。  

（200mA 以上の電流が必要になるような外部回路を接続している場合は、 

外部回路用に別電源を用意してください）  

 

２、INPUT1（SW）、OUTPUT1（LED１（赤））、OUTPUT2（LED２（緑））： 

INPUT１のスイッチ（SW1）を、ON にすることにより“０”を、OFF に 

することにより、“１”を、PH2 ポートに入力します。 

  OUTPUT１の LED1（赤）に PH0 ポートより“１”及び“０”を出力します。

“１”で点灯、“０”で消灯します。 
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  OUTPUT２の LED2（緑）に PH1 ポートより“１”及び“０”を出力します。

“１”で点灯、“０”で消灯します。 

入出力の簡易動作チェックが出来ます。 

 

４、外部電源端子（PSJ）： 

   ＡＣアダﾌﾟタにより、５Ｖ（５Ｖ±１０％、２Ａ、M-06590 等）を、 

供給します。 

  ＳＷ２が、電源ＯＮ、ＯＦＦのＰＯＷＥＲ ＳＷ(SW2)です。 

 

① 通常は、「ＰＳＪ ５Ｖ」端子から、ＡＣアダプタ（５Ｖ±１０％、２Ａ） 

接続で給電します。 

「ＲＸ２２０ ＣＰＵボード」、「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」の両方に、 

電源が供給されます。 

 

② E1 ｴﾐｭﾚｰﾀ（別売り）を使用する場合は、 

「ＲＸ２２０ Ｂａｓｅボード」の POWER SW（SＷ２）を、必ず、 

OFF にします。 

 

    E1 エミュレータの電源は、「High-performance Embedded 
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Workshop」の｢デバイス｣ダイアログの 

    電源供給設定のエミュレータから電源供給（P）（最大 200mA）に 

チェックマークを付け、５．０V を選択します。 

     （外部電源（PSJ）を使用する場合は、チェックマークを 

外してください） 

 

 


